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I はじめに
「消費者教育」という言葉は，昭和35年後半から聞かれ，以来各機関での推進活動も目ざま
しい。しかし，消費者教育が徹底されて，消費者としての豊かな生活が営まれているのであろ
うか。
技術革新，大量生産，販売システム， マーケティングの高度化など経済社会の変化に伴い生
活が多様化している中で，更に消費者教育の必要性の声が高まっている。
特に， 学校教育での消費者教育のあり方が問題視され，その取り扱い方，指導方法について
指摘されている。
昭和58年，本大学入学者の 「消費生活に関する意識調査」 では，消費者と しての生活に関す
る状況や意識の実態をとらえ，その問題点など提起したが，社会環境の変化とともに，入学し
てくる学生の消費生活に関する意識にどのような変化があろうか。その傾向を見るために5年
間の継続調査を実施し，消費者教育のあり方を考察した。
昭和58年調査で得られた結果と合わせ，消費者教育のあり方や指導方法の対策を得る資料と
するものである。
E 調査方法
調査対象は，昭和58年については，本学入学
者全員に実施した調査より，服飾美術科（服飾
美術コース，家庭科学コース） 310名の資料を 判
使用し，昭和59年より61年については，服飾美
術コース 1年目家政学選択者，家庭科学コース
1年目全員について調査した。
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調査は，アンケート調査とし， 4月の講座開始の1講自に実施した。調査対象の人数は表1
の通りである。
m 調査結果とその考察
1.家庭の経済に関する関心と小遣いの使い方について
図1 あなたは家の1ヵ月の収入は，どの位か知っていますか。
①知っている ②大体知っている ①知らない
S58 I 62人0% 184人 64人 310人(20. ) (59. 4%) (20. 6%) ooo. 0%) 
S59I ( l~o6人%） 194人 58人 302人(64. 2%) (19. 2%) (100. 0%) 
。［oi0丈6%)I 166人 63人(64.1 % ) (23. 3%) (100. 0%) 
/ 
S61 
67人 195人 87人 349人
(19. 2%) (55. 9%) (24. 9%) ooo. 0%) 
、
5621 54人 181人 64人
299人
(18. 1 % ) (60. 5%) (21.4%) ooo. 0%) 
図lは家庭の収入についての把握状況をみたものである。
家庭の 1か月の収入を「知っている」は，昭和58年が20.0%と高く，低い年は昭和60年の11.6% 
であり，12%から20%の範囲にある。 「大体知っている」は約60%あり，80%前後は家庭の経
済状況を大体把握している。一方，「知らない」 は，昭和58年20.6%, 59年19.2%であるが，
60年は23.3%,61年24.9%と若干増加の傾向がみられた。「知っている」は年度によりバラツ
キはあるが，昭和58年調査に比べ回答率は低くなっている。また，「知らない」は逆に回答率
が上昇の傾向を示しつつある。家庭の経済状況について 「知らない」とは家庭の経済運営を両
親のみでイ子っている，または認識を深める態度がないなどと推測されるが，経済生活について
の協力は十分できる年代でもあることから，この面の認識を高めなければ消費生活への関心も
深まらないと考えられる。
図2 あなたは現在，北海道統計の食物費は1人l日どの位と思いますか。
(1400円以下
1人（0.3%) 
②400～500円③600円一7CO円 ④800～1, 000円 ⑤1, 000円以上 ⑤わからない
34人 I 58人
S58I (11. 0%) I (18. 7%) 
1人（0.3%)/ 
119人 ｜（♂ら）｜ 59人(38. 4%) (19. 0%) (100.0%) 
日9,1（♂らiI ls06iも）
2人（0.8%)
100人 27人 37人 302人
(33.1 % ) (8.9%) (12.3%) (100.0%) 
1 24人 I 80人
5601/(93%)/ (30.9%) 
98人 22人 33人 259人
(37. 8%) (8. 5%) (12. 7%) (100. 0%) 
は人（09%]'・. 、、
s 6111 46人 I ns人'I (13.2%) I (33.8%) 
125人 31人 26人 349人
(35. 8%) (8.9%) (7.4%)(100.0%) 
i3人（1.0%); ， 
S62i'I 37人 I 95人
11 (12.4%) I (31.8%) 
109人 21人 34人 299人
(36. 5%) 7.0%) (11.4%) (100.0%) 
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図2は北海道統計の食物費についての理解度を調べたものである。
昭和58年度の総務庁統計局 『家計調査年報jによれば，北海道のl人1日当りの食物費は
610. 8円で，昭和61年度は653.3円であり，調査した 5年間の食物費は600円から700円の範囲に
あると言える。昭和58年は「600～700円」の正しい範囲に答えたのは18.7%であるが，昭和59
年35.1%，昭和60年30.9%，昭和61年33.8%，昭和62年31.8%である。正しい範囲に答えたの
は，昭和59年以降は30-35%と増えているが，正しい認識を持たないのは70%と多い。
しかし，食物費を「1000円以上」と，極端に高い金額に答えたのは昭和58年度は12.6%であっ
たが，昭和59年は8.9%，昭和60年8.5%，昭和62年7.0%と減少している。「わからない」は昭
和58年の19.0%に比べ年々減少傾向にある。
図3 あなたは予算を立てて小遣いを使っていますか。
①きちんと予算を立てている
s s I 42人
『 (13.6%) 
I 34人5591 I (11.3%) 
5601 (26＼人%） 
5611 o~＼人%） 
562 I o~＼人%） 
②予算を立てたり，立てなかったりする
200人
(64. 5%) 
三百I天
(66. 5%) 
169人
(65. 2%) 
寸石丈一
(70. 5%) 
202人
(67. 6%) 
図3は，小遣いについての計画性を見たものである。
③予算は立てない
『--、町．
68人
(21.9%) (100. 0%) 
67人
(22. 2%) (100.0%) 
I 38人 1259人
(14. 7%) (100. 0%) 
37人 349人
日主互笠lJOoo0%) 
38人 1299人
は2.7%) 1000. 0%) 
不明 1人（0.3%)
小遣いについては「きちんと予算を立てている」は，昭和58年の13.6%から昭和62年は19.4% 
と年度により変化はみられるものの増加傾向にある。 逆に「予算を立てない」 は昭和58年の
21. 9%，昭和60年14.7%から年々減少を示している。しかし，「予算を立てたり，立てなかっ
たりする」が約65%から70%と最も多く， 「予算は立てない」と合わせると大部分の学生は小
遣いについての計画性を欠いている。
図4は小遣いの支出項目を調べたものである。
小遣いの使い方では 「被服費」45-55%が最も多く，次いで 「食事代」の15-20%，「本代」
12～15%，「飲物代」 5-10%となっている。「食事代」「飲物代」と合わせると20-30%であり，
「被服費」に次いで食べ物に小遣いの大部分を支出していることがわかる。 「本代」は5年聞
を通して最も変化の少ない支出項目であるが，その内容については触れることができなかった。
「映画 ・コンサー卜・展覧会」や「その他」についての支出が，若干増加の傾向を示してい
る。 小遣いから 「月謝」を支出する者は少ない。
図5はアルバイトによる収入の支出項目を調べたものである。
アルバイトの経験のない学生は約20%で，5年間大きな変化はみられない。アルバイトで得
た収入の支出項目をみると，これも5年間その順位に変化はみられず，「被服費Jが35～45%,
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次いで 「小遣いの不足を補うJ16-22%，「その他J「旅行Jとなっている。 小遣いの使い方と
同じく「被服費」に対する支出は高いが，昭和58年の44.1%に比べ昭和62年は36.5%に減って
きている。 「会費（コンパなど）」は若干ではあるが増えている。 「その他」の支出も年々多く
なる傾向があり，アンケー卜の支出項目では対応できない項目の多様化もみられ，個性に合わ
せた使い方をしていることを伺わせる。
図4 あなたの小遣いは， どの項目に一番多く支出されていますか。
①衣服費 ④飲物代 ⑦美容院 ⑬月謝
②食事代 ⑤映画・コンサ トー・展覧会 ③会 費 ⑪その他
③本代 ＠旅 行 ⑨学用品
① ② 
S58J 176人 47人(56. 8%) (15. 1 % ) 
S59l 138人 66人(45. 7%) (21.9%) 
、、、、、
S60I 129人(49. 8%) 
， ， 
S6ll 180人 55人(51.6%) (15. 8%} 
、、、
S62l 163人 42 O人） (54. 5%) (14. 
図5 アルバイトで得たお金をどのように使いましたか。
①衣服費 （アクセサリ をー含む） ④旅行
②アルバイトの経験はない
③小遣の不足を補う
① 
S58J 137人(44.1%) 
S59l 124人(41.0%) 
S60I 88人(34, Q%} 
S6ll 
122人
(34.8%} 
S62l 109 (36. 5%} 
⑤スポー ツ用品・用具の購入
~学費の補充
② 
60人
(19.4%) 
／ 
/ 
54人
(17. 9%) 
， ， 
60人
(23. 2%) 
80人
(22. 9%} 、
5＼人% (19. } 
③ 
52人
(16. 7人）
⑬会費 （コンパなど）
⑪その他
2.購買行動と意識
次に買い物をする時の態度や，買い物後の対応，購買意識等について考察する。
図6は，買い物の際の態度を見たものである。
図6 買いものをする時， あなたの態度はどうですか。
①勧められでも，気に入らなければ断ることができる
②自分では判断できないので，上手な買物はできない
① 
251人% (82. ) 
268人
(88. 7%) 
224人
(86. 5%) 
309人
(89. 0%) 
260人
(87. 0%) 
①勧められるとその気になって買ってしまう
② ③ 
｜（；吟）｜（λ令）IN針。%）
I 16A 18人 1302人
1(51%/ ,.n% l(I00.0%) 匹回mto%)
寸志官斗（i6fo%) 
! 20人 19人 1299人 ）
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「勧められでも気に入らなければ，断ることができる」は，昭和58年は82.2%であったが，
昭和59年は88.7%と増加し，「自分では判断できないので，上手な買い物はできないJ.「勧
められるとその気になって買ってしまう」は17.8%から11.3%に減少した。昭和59年以降も同
様であり，不本意な買い方をする者は少なくなっている。
図7 買いものをする時，品物についている品質表示を見ますか。
①よく見る
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(35＼人%） 
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，， 
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②時 見々る
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182人
(60. 3%) 
151 
(58. 3%) 
178人
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175人
(58. 5%) 
③見ない 不明｝%人） (0. 
25人 310人
(8.1%) (100.0%) 
， ， 
I 29人 1302
(9. 6%) (I00.0%) 
， r m人 1259人
(11.2 % ) ( 100.0%) 
、、
I 26人 134il人
(7. 5 %) (100. 0%) 
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(7. 7%)(100.0%) 
図7は，買い物の際の品質表示の確認について 5年間の変化を見たものである。
年度ごとに若干の差はあるが，全体的には品質表示を 「よく見る」 が30～40%，「時々 見る」
が50-60%で，「見ないJは10%弱である。「時々見る」 が多いが， 表示を見る習慣は概ねつい
ているようである。品質表示の確認は，目的に適った品物を選択するためにも，またその使用，
管理の上でも大切なことであり， 「時々見る」から 「よく見る」へと購買態度の変容が望まれ
るところである。
図8,9, 10は買い物後の対応の変化について調べたものである。
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図B 買ったブラウスが何んとなく気に入らない時，あなたはどうしますか。
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図9 買いものをして後悔したことがありますか。
①いつも後悔している
②時々後悔する
9人（2.9%) ①後悔したことがない
sss[ 1 J 
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図10 買ったものが欠陥商品であった場合，あなたはどうしますか。
①買った店に持っていく ③消費者センター に届ける
②保健所・役場などの機関に届ける④失敗したと思いあきらめる
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図8の買ったブラウスが気に入らなかった場合， 「取り替えてもらう」が，昭和58年は30.3% 
であったが徐々に増加し，昭和62年には38.1%になっている。「取り替えてもらうJ「がまんし
て着る」「直して着る」のように，購入したものを利用する者は5年闘を通して70～80%であり，
若干増加の傾向をみせている。しかし 「そのままにして着ないJは毎年20%弱あり，依然とし
て対応のまずさが見受けられる。
図9の買い物をして後悔したことがあるかについては 「時々 後悔する」が多く， 毎年約90%
みられる。その他「いつも後悔する」「後悔したことがない」の割合も変らず大きな変化はない。
図10の買った物が欠陥商品であった場合，「買った店に持っていくjが昭和58年には80.3% 
であったが，昭和59年は90.4%に増加し，昭和62年は86.3%と増加の傾向にある。 このことは
図8の買ったブラウスが気に入らなかった場合に，「取り替えてもらう」が場加していること
と重なっており，より良い買い物に対する積極性が増加しているように思われる。「保健所・
役場などの機関に届けるjや「消費者センターに届ける」は5年聞を通じてごく少ない。前回
でも指摘したように，学生の経済能力では高価な買い物の機会が少なく，公的機関に届けるほ
どのトラブルも生じないためであろう。
図11 調理したお総菜が多く出回っていますが，その利用についてあなたの見解を選んで下さい。
①調理の手聞がはぷけて使利である ⑤家庭で作るより割高になり不経済である
②料理の種類が多く自由に選ぶことができる ⑥衛生面で不安である
③必要量が購入できるので経済的である ⑦昧が好みに合わない
④昧が好みに合う
① ② ① ④2人（0.7%）⑤ ⑥ ⑦ 
S58 50人 49人8% 40人 61人 58人 50人 310人(16.1%) ( 15. ) (12. 9%) (19. 7%) (18. 7%) (16.1 % ) (100%) 
.• ,.,-2人（0.7%) 
I 47人 36人 38人 71人 50人 58人 302人
S59 (15.6%) (11. 9%) (12. 6%) (23. 6%) (16. 5%) (19. 2%) (100.0%) 
、‘ : 1人（0.4%) 不明1人（0.4%) 
I 33人 43人 25人 62人 43人 51人 259人
S 60 (12. 8%) (16.6%) ( 9.7%) (23. 9%) (16. 6%) (19. 6%) (100. 0%) 
、入4人（1.2%) 、
I 49人 57人 42人0% 83人 54人 61人 350人S61 04_0%) (16. 3%) (12. ) (23. 7%) (15. 4%) (17.4%) (100.0%) 
， ， ， ， ， //2人（0.7%) 
I 38人 36人 46人 78人 42人 57人 299人
S62 (12. 7%) (12. 0%) (15.4%) (26.1 % ) (14. 0%) (19.1%) (100. 0%) 
図11は家事の簡便化が進む中で利用度が高まっていると思われる調理済み食品について，そ
の購買意識を調べたものである。
「家庭で作るより割高になり不経済である」と「昧が好みに合わない」とするものが5年聞
を通じて多く，また増加の傾向を示している。「家庭で作るより割高になり不経済である」は，
昭和58年19.7%から昭和62年には26.1%の増加である。 「昧が好みに合わない」も，昭和58年
の16.1%から19.1%へと増加しており，「昧が好みに合う」は 1%前後に過ぎない。「衛生面で
不安である」は昭和58年18.7%から徐々に減少し，昭和61年には14%で不安感を持つ者は少な
くなっている。
「調理の手聞がはぶけて便利である」「料理の種類が多く 自由に選ぶことができるので便利
74 津井・山塙・小田嶋・計良 北海道女子短大入学者の消費生活に関する調査
である」「必要量が購入できるので経済的である」「昧が好みに合う」のプラス要因の合計を見
ると，昭和58年の45.5%から昭和62年40.8%と低下している。現在の調理済み食品は，種類も
きわめて豊富で選択の幅がより広がっており，しかも衛生面に対する不安感も減っていながら
経済性，日書好の面から調理済み食品に対する見解は良いとは言えない。
北海道における 1世帯当り平均 1か月の調理食品支出費の食料費に占める割合を家計調査年
報より算出すると昭和55年は4.4%，昭和58年には5.5%と上昇しているが，その後は昭和59年
5.4%，昭和60年5.2%，昭和61年5.0%に低下している。このような動向が本調査にも示され
ている。
次に購買方法に関する調査として通信販売の利用状況及びクレジットカードの利用に対する
見解について考察する。
図12 通信販売などを利用したことがありますか。
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図12に示すように昭和田年には「利用している」「利用したことがある」を合わせて30%，「利
用したことがない」は70%であった。昭和60年以降利用者が増加の傾向にあり，昭和62年には
「利用している」が2.7%，「利用したことがある」が35.1%で約40%の利用率になっている。
昭和57年通商産業省が行った通信販売調査によれば，主婦の約40%が通信販売を利用してい
る。情報化の進展に伴い通信販売は年々成長を続け，昭和58年，昭和59年度ともに通信販売の
売上高伸び率は10数%といわれるが，学生層にも通信販売の利用が浸透していることを示して
いる。
図13からクレジットカードの利用についての見解をみると，昭和58年には「現金を持ち歩か
なくとも良いから非常に便利である」が16.8%，「緊急時の頼みのつなとして便利」が42.9%で，
クレジットカードの便利性を認める者が約60%あった。「必要以外の買い物をしがちである」
31. 9%，「他人に使用される恐れがあり，危険である」が8.4%で，クレジットカード利用に対
する危険性をあげる者が約40%であった。しかし，昭和59年以降はクレジットカードの危険性
をあげる者が徐々に増加しており，昭和61年度はその割合は55%で便利性を上回った。
近年クレジットカードの普及はめざましく，保有率を各種の消費者調査結果から見るといず
図13 クレジy 卜カー ドの利用について，あなたの見解を選んで下さい。
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れも50%を越えている。 特に20代以下の若い世代への浸透が著しい。現在クレジッ卜をめぐる
問題点としてクレジッ卜及びクレジットカードに関する知識水準の低さが指摘されている。そ
れによって急増している各種の トラブルを学生達もしばしば見聞き しているのであろうか。
カード化社会が確実に進展していく中で，クレジッ卜を含めた消費者信用に関する消費者教育
の重要性を強く感じるものである。
3.省資源に対する認識
図14 現在，必要のない衣類をどう処理していますか。
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図14は現在必要としない衣類の処理状況を見たものである。
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5年間を通して「着なくとも しまっておくjが一番多く，その割合も昭和58年の42.9%から
増加の傾向にあり，被服管理のまずさがみられる。「リフォームして着る」 「小物作りに活用す
る」など積極的に活用する者は，昭和58年18.7%であったが，昭和60年は9.5%，昭和62年は13%
と減少している。 再利用の意識は依然と して低いと言える。
しかし，資源再利用のための不用品バザーなどが最近地域社会でも多くなったせいか「不用
品バザーに出すJが昭和58年0.6%から昭和59年3.3%，昭和62年は3.7%と若干の増加が見ら
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図15は使い捨て商品に対する見解を見たものである。
「資源のむだと思うのでやめるべきである」については昭和58年より昭和62年までの回答率
をみると前年度に比べ上ったり下ったりの繰返しで傾向がつかみ難い。
しかし，「資源のむだと思うのでもっと減らすべきである」の回答率は下回ってきている。「資
源のむだと思うが便利である」と「生活上便利であるので良いと思うJを合わせると，昭和58
年以来80%以上と高率であり，省資源への認識よりも生活上の便利さが優先されている実態で
あり，この状況は年々高まりつつある。
図15 バック・紙袋・ビニ ルなど使い捨て商品が多く利用されていることについて，あなたの
見解を選んで下さい。
①資源のむだだと思うのでやめるべきである ④生活上便利であるので良いと思う
②資源のむだと思うのでもっと減らすべきである ①生活上便利であるのでもっと増やしても良いと思う
③資源のむだと思う
①4人（1.3%) f② ③④⑤0人《0 %) 
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4.消費者としての認識
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図16 消費者の相談に応じてくれる機関があることを知っていますか。
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図16は消費者の相談に応じる機関への関心を見たものである。
「よく知っている」「聞いたことがある」を合わせると昭和60年以降は，昭和58年の回答率
を下回り「知らない」は高くなっている。これは行政の PRにも問題があろうし，新聞など
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の見方にも片寄りがあるとも考えられる。また，これらの機関を利用するほどの事柄は，高校
生の立場では身近なこととして発生しなかったとも推察される。
図17 望ましい消費者として生活できるよう研究していますか。
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図17は消費者としての研究態度を見たものである。
「十分研究している」「時々研究している」を合わせると，昭和62年は50%近くで，昭和58
年から61年に比べ高率である。しかし，「全く研究していないjは昭和58年に比べかなり下回っ
ているが，依然として50%以上もある。無関心で、消費者と しての意識は極めて低い。
図18 今後消費者として学習を必要としますか。
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図18は消費者としての学習の必要性を見たものである。
「必要としている」は昭和61年，62年とも58%と高率であり，これら図17で 「全く研究して
いない」 が50%以上もあることから当然のことと思われる。 「どちらでも良い」は昭和58年度
調査より下回っているが昭和61年，62年とも40%以上もあり関心のないのが目立つ。
図19は消費者としての学習の求め方を調べたものである。
「学校で指導された程度で良い」は昭和58年に比べ昭和60年以降10%内外の高まりであり，
学校教育での指導に多少の変化があったと受けとめられる。「新聞・ ラジオ ・テレビなど広い
見地から勉強する」についても昭和58年に比べ変化がみられる。しかし，「消費者協会（道 ・
深井 ・山塙 ・小田嶋 ・言十良 ：北海道女子短大入学有の消資生活に関する調査78 
白市町村）の資料を積極的に求めている」「講習会の開催を望む」は昭和58年より低く なり，
ラジオ，分から積極的に学習の場を求めているという生活態度は読みとれない。新聞，広告，
テレビなどの情報量が多いので手近かに得られるこれらの情報でよしとしている。 情報量が多
いということは，消費者教育が満たされていると錯覚を している人が多い。
消費者として学習をどのように求めていますか。
⑤家族との情報交換で良い
⑥友達との情報交換で良い
⑦考えたことがない
図19
a:学校で指導された程度で良い
②消費者協会（道 ・市町村）の資料を積極的に求めている
①講習会の開催を望む
④新聞・ ラジオ ・テレピなど広い見地から勉強する
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消費者として常日頃，思っていることを選んで下さい。
⑥正しい情報でないので迷惑している
⑦消費者の意見・相談に応じてくれる機関が少なく不安である
＠情報が不十分で暮しにくい
（［公的な情報が適切で、安心である
⑬消費者の意見 ・相談に応じてくれる機関が多く安心である
図20
①情報が多すぎて判断がつかない
②情報が十分で暮しやすい
③正しい情報でないので迷惑している
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図18で「今後消費者としての学習を必要としている」が58%以上もありながら消費者と して
の学習のとらえ方に認識が低く，感覚的な生活に甘んじている状況の現れではないだろうか。
図20は情報に対する意識や態度等を見たものである。
「情報が十分で暮しやすい」は年度によりバラツキはあるが高まっている。「情報が多すぎ
て判断がつかないJは昭和58年以来45%内外を示して大きな変化はない。
しかし，「公的な情報が手に入りにくいので不安である」が昭和58年に比べ高くなり情報が
十分で満足しながら，一方情報量の整理がつかないという状況とも読みとれる。
以上の調査結果をまとめると次の通りである。
1.家庭の経済に関する関心と小遣いの使い方
家庭の収入について，昭和58年調査以来「知っている」 「大体知っている」を合わせると大
きな変化はない。しかし 「知らない」は昭和60年以来，回答は高くなる傾向がある。家庭の経
済運営は両親のみで、行っている。いわゆる調査対象者は，担当外の立場にあると思われる。ま
た，それに甘んじて認識を深める積極性がないことも推察される。
小遣いの使い方では，「きちんと予算を立てている」が，昭和58年より増加したことは望ま
しい。日常，学生との接触から，自分に直接かかわることについての金銭感覚は，驚くほど堅
実であるとみていたが，調査結果に現われている。小遣いの支出項目では，「衣服費」の支出
が多く50%以上の高率であるが，これは，季刊誌 ［消費と流通jの消費者調査（大学生に関す
る実態調査，昭和61年）でも，小遣いの額のかけ方では洋服代がト ップで男性より女性が高い
と報告されている。
小遣いの使いみちゃアルバイトで得たお金の使いみちでも，衣服費の支払がト ップであるこ
とは，宣伝販売の激しさとファ ッショ ン界の多様性などが若者の購買力を注ぐことから，関心
が非常に高いことの現れと思う。また，小遣いの支出項目中「その他」が，昭和59年以来10%
を上回ってきたのが目立つ。「その他」についての分析調査はしていないが，化粧品の購入や
交際費，レジャー活動費などにウエイ卜が占められるのだろうか。
2.購買行動と意識
品物を購入する時，品質表示を「よく見る」「時々見る」 は90%以上もあり態度としては大
変望ましい。しかし， 買い物をして 「いつも後悔している」「時々後悔する」と合わせると90%
以上と高率であり，これは昭和58年報告にも述べたように，品質表示は見るが，それが商品を
選ぶ正しい判断資料として定着していないことで，商品の価値判断をする専門的な知識や技術
に乏しい結果といえる。
クレジットカードについての発行枚数の推移をみると，昭和54年で2362万枚，昭和59年では
6700万枚（通商産業省調べ『特定サービス産業報告書.I）と大幅に伸びている。商品やサービ
スを購入した時の支払い方法，手段が変わりつつある現状から，便利性と危険性について示さ
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れているのが6: 4の割合の報告もある。クレジットカードを利用したが，支払い能力がない
という調査でも北海道は第1位という実態から，慎重な利用を願う ものである。
近年，無店舗販売方法による消費の拡大が目立ってきた。情報化の進展等から，通信販売等
は拡充の傾向であり，我国における通信販売は，①働く女性の増加， ②高齢化社会の進展，①
情報化伝達の手段の多様化， ④通信販売になじむ商品の開発，①販売信用取引の拡大等から，
今後の伸長も予測されている。
テレビショッピング，カタログ紙，新聞紙上ショッビング，折込チラシなど広告の媒体も広
がりつつある。 提供された広告をみて，商品を選択し，通信手段の申込方法，返品が可能かな
ど，自らの目で確認して利用する生活態度の確立が必要である。
3.省資源に対する認識
必要としない衣類の処理について 「着なくともしまっておく」は，5年開通して50%近く を
占めており，衣類の死蔵品としては，どの場所にどのように保管されているかを考えると，最
適な被服管理方法についての認識は極めて低い。
図9で買いものをして「いつも後悔している」「時々後悔するjを合わせると90%以上と高
率であることに関連し，かなりのむだが見られる。また，使い捨て商品についての見解は，資
源のむだと知りながら，便利さが優先されており，「資源のむだと思うのでやめるべきである」
「資源のむだと思うのでもっと減らすべきである」の合計は15%とかなり低い率である。理解
したなら行動するという一連の認識に立たなければ，賢い消費生活は望めないだろう。生活を
みつめる態度は，近視眼的であり消費者としての正しい認識について多面的な学習が必要であ
る。
4.消費者教育に対する関心
望ましい消費者として生活できるよう「全く研究していない」が50%，今後消費者としての
学習を「必要としているJが58%と両者の関連としては理解できるが，学習の求め方として「消
費者協会の資料を積極的に求めている」 「講習会の開催を望む」については，極めて低い。「新
聞・ラジオ ・テレビなど広い見地から勉強する」が35%以上あるにもかかわらず，図20では「情
報が多すぎて判断がつかない」「正しい情報でないので迷惑しているjの合計が50%近く もあ
るのは，矛盾している。
目で追う情報は，情報量として多いとか少ないという批判対象にしているのであって，情報
を選択 ・整理という意志決定の過程に利用するほど正しい知識はないと考えられる。
従って，消費者としての生活のあり方についても表面的であり， 生活観についても一貫性が
感じられない面が多い。消費者情報を得ることにとどまらす，活用することに発展しなければ
消費者教育にはならない。
N おわりに
以上の調査結果と考察をもとに，高等学校卒業者の消費生活に関する意識の傾向は，必らず
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しも健全であるとはいい難い。
消費者として望ましい生活の認識は，主体的に自分の生活観を確立するその態度と生活技術
の取得が大切なことであり，それは一時的に取得できるものとは思えない。 児童 ・生徒すなわ
ち学校教育の中に消費者教育という声の高まりも，この面の指摘であろう。
認識と行動に一貫性がない状況が調査を通して伺われるのは，学校教育でしばしば研究対象
にしている「実践的な態度の養成」の難しさとも思われる。
消費の環境や内容の多様化， 複雑化に対応し，消費生活に対する行政的な措置は一層進めら
れなければならぬ面もあるが，個々人の生活の充実は，生活に関する正しい認識がなければ確
立されない。
発達の適時性を配慮し，児童・生徒に本質的な消費者教育を位置づけ，具体的事項を通して
意欲的に学習できる体制を整えることが急がれる。
合理的な生活に対する価値感の養成は，消費者意識と消費生活への正しい行動が大切である
ことから，学校教育では，その内容，指導方法について再考が必要である。
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